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サンゴに命を託すアオリイカの研究 
〇深澤七星，吉川瑠璃，中村雅⼦（東海⼤・海洋），⽬﨑拓真（⿊潮⽣物研究所） 

 
⽇本の温帯域沿岸の重要な⽔産資源の⼀つとなっているシロイカ型のアオリイカ（以下、アオリイ

カ）は、産卵床として主に⼤型藻類や海草を利⽤することが知られている。近年、それらの産卵床が海
⽔温上昇等の環境変化によって減少する中、九州や四国などの⾼緯度サンゴ群集域では、アオリイカが
樹枝状の造礁サンゴ類（以下、サンゴ）に卵塊を産み付ける様⼦が確認されている。しかし、アオリイ
カがサンゴを産卵床としてどのように利⽤しているか等についての詳細な調査研究はない。そこで本研
究では、アオリイカの産卵床としてのサンゴの利⽤実態を明らかにすることを⽬的とし、アオリイカの
卵塊調査とサンゴ群集構造調査をスクーバダイビングで実施した。 

調査は、⾼緯度サンゴ群集域に位置する⾼知県幡多郡⼤⽉町⻄泊地先の沿岸に、100m の測線（L1−
L3）を 3 本設置して 6 ⽉−9 ⽉に⾏った。アオリイカの卵塊調査では、測線の両側 2.5ｍの範囲に産み
付けられた卵塊の位置や⽔深、数、卵の発達段階、さらに、産卵された場所の基質を記録し、卵塊の写
真を撮影した。サンゴ群集構造調査では、測線上の 5m ごとに、測線の両側 5m（計 10m）のライン上
の 5 か所に 1m×1m のコドラートを置き、真上から写真撮影を⾏った。写真解析には、画像ソフト
Reef−Cloud を⽤いて、サンゴ被度や種の組成を記録した。また、アオリイカの卵塊が樹枝状のサンゴ
で観察されたことから、調査海域の主要な樹枝状サンゴであるスギノキミドリイシとサモアミドリイシ
類似種の海底から枝の先端までの枝の⾼さを測定した。 

その結果、アオリイカの卵塊は L2 と L3 のスギノキミドリイシ群集のみで観察され、サモアミドリイ
シ類似種や他の形状のサンゴ、海藻では観察されなかった。約 4か⽉の調査で、計 121個の卵塊が観察
された。また、その卵塊はスギノキミドリイシ群集に形成された⽳や隙間に隠すように産み付けられて
いた。その⽳や隙間は計 59 か所であった。体積や奥⾏のある⽳ほど⼤きな卵塊もしくは多くの卵塊が
産み付けられ、複数回再利⽤されていた。サンゴ被度は測線ごとに異なり、L1 は 10.4±11.6％（平均
値±標準偏差）、L2 では 28.7±20.8％、L3 は 29.5±19.2％であった。スギノキミドリイシとサモアミ
ドリイシ類似種の枝の⾼さはそれぞれ 36.19±10.45㎝、10.56±2.99㎝であった。 

本研究の調査から、アオリイカは産卵基質としてサモアミドリイシ類似種よりもスギノキミドリイシ
を選好することが⽰唆された。これは、樹枝状という複雑な群体形のみでなく、スギノキミドリイシが
⾼さのある群集を形成し、卵塊を隠し産み付ける空間がある、またはつくりやすいことが関係している
可能性がある。アオリイカの主な天然の産卵床として知られている海藻や海草は、海⽔温の影響を受
け、量の増減や⽣える場所に変化が起きやすい産卵床である。⼀⽅で、サンゴ群集は固定基質として⻑
期にわたり存在し得る。本調査地のような静穏域において、スギノキミドリイシが⾼被度で分布する条
件下では、サンゴ群集が安定した産卵床として機能すると考えられる。こういったことから、もとから
知られている海藻などよりも、サンゴの⽅がアオリイカの産卵床として優れている可能性がある。 

本研究成果は、近年の海洋環境の変化により温帯域沿岸から藻場が減少する中で、スギノキミドリイ
シ群集がアオリイカにとって重要な産卵床になりうる可能性を⽰すものであった。アオリイカの⼈⼯産
卵床の作成から海への設置などに対する、労⼒や費⽤の削減が期待できる。また、アオリイカの資源管
理やサンゴ保全の点から⾮常に重要な知⾒になると考えられる。 


